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らの研究グループは、fMRI 注 1）を用いて測定した視床と前頭極の安静時脳機能ネットワーク注 2）が、社
交不安症に対する認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy: CBT）の治療反応の強さの予測に利
用できる可能性を見出すとともに、CBT 前後で大きく脳活動が変動することを発見しました。本研究に
より、治療前の安静時 fMRI 画像を撮ることで、CBT が効果的な患者かどうかを判断できる可能性があ
ります。 
本研究成果は、学術誌 Frontiers in Psychiatryに 2023年 12月 21日（現地時間）オンライン公開さ

れました。 
 
■ 研究の背景・目的 
社交不安症は、社交場面での他者からの注視や否定的な評価を強く恐れる精神疾患です。治療の第１選

択としては、選択的セロトニン再取込阻害薬による薬物療法と、不安を強くする考え（認知）や行動を変
える心理療法である CBT です。しかし、CBT の治療機序について、明確になっているとは言えません。 
一方、近年の画像解析技術の発展により、脳画像を用いた精神疾患の研究が多く行われるようになりま

した。これまでは脳の構造や特定の課題における脳活動状態を計測した研究が多く報告されていました
が、安静時の脳活動状態から疾患の特徴や治療反応を予測する研究はあまり進んでいませんでした。安静
時の脳活動は特定の課題を必要としないため、課題遂行に関連する影響を気にせずに検証することがで
きます。また、被験者が安静時に fMRIで 7分程度計測するだけで、脳内の機能ネットワークを抽出でき
ることから、精神疾患の判別や治療効果を予測するためのバイオマーカー注 3）となることが期待されてい
ます。 
 
■ 研究の成果 
研究グループは、社交不安症に対す

る CBTの治療反応が、安静時の脳機能
状態から予測できるかを調査しまし
た。 
調査では社交不安症患者 20 名に対

して 12 週間の CBTを行い、治療の前
後に fMRI で安静時脳機能画像を撮像
しました。さらに、リーボヴィッツ社交
不安尺度（LSAS）注 4）を用いて、社交
不安症の重症度を評価しました。点数が高いほど、症状が強くあると判断します。CBTの前後で LSASに
よる評価の結果、社交不安症の重症度は平均 82.6点から 38.2点と、有意に下がりました（図 1a）。さ
らに LSAS の改善量と関連する脳領域を、治療前の安静時脳機能画像を用いたマルチボクセルパターン
分析注 5）により同定しました。その結果、脳の両側の視床の安静時脳機能画像信号のパターンが、LSAS
の改善量と関連することが明らかになりました（図 1b）。 
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次に、治療反応を予測する
脳内ネットワークを探索する
ために、両側視床に関連した
脳の機能的な結合を用いて回
帰分析注 6）を実施しました。そ
の結果、視床と前頭極の安静
時脳機能ネットワークの強さ
が、CBT による治療反応を
65%説明することができ、予
測因子の候補となることを発
見しました（図 2a, b）。 
この脳内ネットワークを用

いた予測精度は、CBT 前の
LSASの点数を用いた予測精度よりも高い結果を示しました。さらに、CBT後の脳内ネットワークの変化
を捉えるため、両側視床における活動変化を治療前後で比較しました。CBT前後の群間比較の結果、CBT
後に視床と前頭極のネットワークが低下することが明らかになりました（図 3a, b）。このことは、CBT
により視床の活動が上昇したことで、共に情動を制御している前頭極の活動が軽減され、安静時脳機能ネ
ットワークが低下したことを示唆しています。 

 
■今後の発展・展望 
本研究成果の活用により、治療前に撮像した脳

fMRI画像が、今後 CBTを受ける社交不安症患者
の治療効果を予測するバイオマーカーとなる可
能性があります。 
 
■用語解説： 
注１）fMRI：磁気共鳴機能画像法（functional 
Magnetic Resonance Imaging）のこと。脳血流
の変化を測定することにより脳の活動部位を三
次元的に観測することが可能。二次元の画素を表
すピクセルに相当する「ボクセル(voxel) 単位: 1
〜8mm立方程度」で示される。 
注 2）安静時脳機能ネットワーク：被験者が安静状態での脳の活動のネットワークを指す。fMRIなどの
脳画像技術を使用し、安静時における脳の異なる領域の活動パターンを記録することで、特定の課題や刺
激に対する応答ではなく、脳の機能的な結合やネットワークの構造を理解することが可能となる。 
注 3）バイオマーカー：疾患や症状、治療の効果の指標となる生体由来のデータのこと 
注４）リーボヴィッツ社交不安尺度（LSAS）：社交不安障害を測定する目的で開発された尺度。様々な
24の状況に対する「恐怖感/不安感の程度」と「回避の程度」を４段階で答える。 
注 5）マルチボクセルパターン分析：fMRIの分析方法の一つ。多数のボクセルの空間的活動パターンの
違いを分析し、脳活動が表現する情報をより直接的に読み取る方法。従来の方法よりも、より多くの情
報が得られる。 
注 6）回帰分析：関連する要素が結果にどの程度影響を与えているかを分析する手法。 
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